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養護実習を学生にとって充実したものとするためには，実習校と養成機関の連携が必要である．

養成大学においては，実習校との連携を強化し，実習の目的や内容，評価を共通認識するための工

夫が求められる．また，指導者と学生の良好な関係が養護教諭の職務理解及び実習の満足度を高め

ることが明らかとなっていることから，学生と指導養護教諭が良好な関係を築く支援も重要である．    

本研究では，実習の質を担保し，学生にとって養護実習を充実したものにするためには，養成大

学が目指す実習の目的や内容，評価に加えて学生個人の学修状況を担当養護教諭と共通認識するこ

とが必要であると考えた．実習前の送付資料や担当養護教諭との事前打ち合わせ，学校訪問の時期

などの改善を行い，実習後に効果的な連携の在り方について評価を行った．現在，本学で行ってい

る実習校との連携は，養護実習における目的や内容の共有，学生理解において効果的であった． 
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1.はじめに 

養護教諭免許を取得するためには，教育職員免許法

第5条の規定により，養護実習および養護実習指導を

履修し単位を修得しなければならない．養護実習は教

育実習であり，教育者として必要な資質の基盤を培う

ことが主要なねらいである．教育実習は，学内で学ん

だ知識・技能や理論を実際の教育現場で適用・応用さ

せ，体験を通して学びを統合させていく学習方法であ

り，児童・生徒を理解する上でまたとない機会である．

先輩教師の活動に接したり，実際に児童・生徒と関わ

り，教育活動に取り組んだりする中で，自分なりの子

ども観や教育観，目指す養護教諭像を確かにする契機

となる． 

養護実習を学生にとって充実したものとするために

は，実習校と養成機関の連携が必要である．先行研究
1)～4)では，養護実習の課題点として，担当養護教諭は現

場で役に立つ実務に関する内容を重視していることに

対して，大学は養護実践を展開できるプロセスや基盤

となる理論を重視している等の違いがあり，今後は実

習校との連携を強化し，実習の目的，内容，評価を共

通認識できる指導の工夫が求められている．そのため，

養成機関は養護教諭の意見を取り入れながら，具体的

な実習内容や指導方法，評価方法等について連携体制

を構築していくことが必要である． 

また，養護実習担当者の多くは自分の指導力や指導

方法に悩みや困難をもっており，養護実習が学生，大
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学，学校の三者にとってより有益なものとなるために

は，養護教諭の資質能力の向上が課題でもある．さら

に，指導者と学生の良好な関係が，養護教諭の職務理

解及び実習の満足度を高めることが明らかとなってい

ることから，大学担当者は学生と指導養護教諭が良好

な関係を築く支援も重要である． 

本学においては，養護実習にあたり実習の目的や内

容，評価について「実習ガイドブック」を作成し，指

導養護教諭に示している．また，宇部市との包括的連

携協定に基づき県外出身学生の実習を宇部市管内の

小・中学校で実施している．このことにより，大学担

当者が実習校を訪問し担当者と実習の進め方について

直接話し合う機会をもつことができる．訪問の際，担

当養護教諭から，実習での指導内容に加え，学生個人

の課題（意欲や理解度）に対する指導の在り方につい

ての悩みや困難さを相談されることが多くあった． 

そこで，本研究では実習の質を担保し，学生にとっ

て養護実習を充実したものにするためには，養成大学

が目指す実習の目的，内容，評価に加えて学生個人の

学修状況を担当養護教諭と共通認識することが必要で

あると考えた．実習前の送付資料や担当養護教諭との

事前学習，学校訪問の期日の改善を行い，実習後に連

携の在り方について評価することとした． 

 

2.実習校と養成大学の連携における改善点 

2.1.養護実習指導のための資料 

例年送付している「養護実習ガイドブック」に以下

の資料を加えて送付した． 

・学内講義での学生の学びの記録 

表1は「養護概論」での学びの記録である． 

・実習内容理解度 

表 2 は養護実習ガイドブックに記載している実習内

容に対する学生の全体評価と学生の自己評価である． 

・養成課程のカリキュラム 

前年度の「養護実習での学び」の報告冊子や実習後の

教職実践演習についてのカリキュラム内容を示した． 

2.2.事前学習会・意見交換会 

3 年次前期「養護実習指導」の講義の際に，実習担

当養護教諭2名を講師として招聘した．学校における

児童生徒の発達に即した指導や支援について現職の養

護教諭の実践例から学ぶことを目的とした．養護教諭

の職務についての講話後，学生との意見交換を行った． 

2.3.実習校訪問の期日 

実習校訪問は，例年実習期間の後半に1回実施して

いたが，実習前半と後半に2回実施することに変更し

た．1 回目の訪問では，指導養護教諭と実習生の関係

構築のための助言を行うことを目的とした．2 回目の

訪問では3週目に実施する保健教育の助言やサポート

を行うことを目的とした． 

 

3.養成大学と実習校の連携内容の評価 

3.1.方法 

2019 年 8 月 27 日～9 月 21 日に養護実習を担当し

た学校の養護教諭13名を対象に質問紙調査を行った 

（回収率92.3%，有効回答率100%）．質問内容は，①担 

当養護教諭の属性(校種・経験年数・担当回数・参考資

料・悩みや困難感)，②養成大学との連携評価(「養護実

習ガイドブック」「実習生学びの記録」「大学担当者に

よる学校訪問」による「目的理解」「指導内容理解」「評

価の理解」「学生の指導上の留意点の理解」の評価)，

③養護実習評価の観点，④担当者の学びである．回答

は②④については，「とてもあてはまる」「まあまああ

てはまる」「少しあてはまる」「あてはまらない」，③に

ついては「とてもそう思う」「まあまあ思う」「少し思

う」「思わない」の選択肢で回答を求めた．悩みや困難

感，養護実習における養成大学との連携に関する意見

や要望，養護実習評価項目については自由記述も加え

た．自由記述の分析にあたっては，記述内容をなるべ

く活かす形でコード化し，同様の文脈ごとにカテゴリ

ーとして分類した．文中ではカテゴリーを【 】で示

した．調査にあたっては，実習校の校長・養護教諭に

研究の趣旨を説明し，同意を得たうえで行った． 

3.2.結果 

3.2.1担当養護教諭の属性 

 対象者は回答が返信された12名，属性は表3-1の通

り 91.7%が小学校に勤務している．経験年数は表 3-2

の通りで，最少は 4 年，最大は 38 年で，平均経験年

数は18.9年である．経験年数が10年以上は74%であ

る．これまでの実習担当回数は表3-3の通り，最少は 0

回，最大は 5回で，平均回数は 2.6回である． 
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表1 「養護概論」での学び 養護教諭の役割として大切だと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 大切だと思った理由

子どもに見合った支援になる
ためのアセスメント

子どもの気持ちになって考え
ること

温かく迎え入れること 目標に向けた支援計画立案

生徒がこの先生なら話せると
思ってくれる養護教諭

大人になっても残る健康に過
ごすための予防方法

健康診断
・健康診断を通して様々な疑問
をもたせて一緒に解決していく
こと

自分の身体への関心を深める
う歯や視力低下など

自らコントロールできるよう
にする
将来の健康が変わる

環境を整える
温湿度計の設置
湿度の把握も大切
記録

環境や行事等から熱中症の発
生や予防を考える　環境管理

知識を学びあい異常な状態や
対処法を学ぶ

ほけんだよりによる発信

連携 学校全体で対応できる
ようにする

教員・医療機関・保護者との
連携

部活動の時間帯や体調不良を
顧問に訴えられること

発生時に対応できるように事
前に準備をしておく

教師に感染症の発生状況を知
らせる
感染拡大を防ぐ

児童生徒に予防方法を知らせ
る

子どもたちの様子や言葉に耳
を傾けてかかわること

保護者に感染症の状況や学校
の対応を知らせ不安の軽減を
はかる

子どもが主体的に考え参加で
きる指導や環境づくり　子ど
もと一緒に考える　子どもの
発達にあわせる

養護教諭は学校全体をみてい
くことや地域医療機関や保護
者との連携が大切

相手の状況や気持ちを考える
自分が相手の状況になって考
える
保健指導の際の言葉や絵

人の前に立つこと　寝ている
学生を先生がどんな気持ちで
見ているか

子どもの反応をみること
子どもの考える時間の確保

「そうだったのか」と思える
問いかけ

これからの行動に生かしてい
くための自発性につなげる

一人ひとりの考えや感じ方は
違うので、それらを引き出す

対象に合わせた内容や話し方
個人で発表・グループワーク
の入れ方

子どもの「なぜ？」「どうし
て？」という気持ちを先読み
した授業や分からないことが
解決できること

自己研鑽

・様々な職務を行っていくに
は、一人でできることはなく、
何かを立案するには自らが積極
的に働きかけなければならない

自分自身の学んだ知識を自分
自身の内に秘めず具体的な内
容を伝え、発信する

自分自身が探求心や好奇心を
もって様々な視点を取り入れ
ていく

養護教諭の役割として具体的な内容

保健室
経営

熱中症

感染症

保健教育

・どの様にしたら教室へ戻れる
か考えた自分の支援と違ってい
たこと
・ロールプレーで生徒役をして
みて生徒の気持ちが分かった
・生徒はケガをしていなくても
心が落ち着ける場所にいたいと
思うから保健室へやって来る

・水分補給だけでは熱中症は防
げない
・学校には熱中症になる危険性
があるから
・学校での熱中症の発生が多い
ためしっかりとした対策が必要

・対象に合わせた情報を発信す
ること
・教師は指導するだけと思って
いたが子どもたちに考えてもら
うためには工夫が必要

　
・自分の指導は、説明ばかりで
一方的な指導だった
・授業を通して、学生への指導
時と小学4年生対象の模擬授業
としての指導時の内容や話し方
の違いに驚いた
・教師はそのつもりがなくても
指導の場面で子どもを傷つけて
いることがある
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学内講義による養護実習内容の理解度　　　　　　　　　　　          ３１．１．２３

理解度　○学習・理解した　2点　　△　少し学習・理解した　1点　　×　分からない　0点

養護実習　具体的目標 実習内容 点数計 平均 ×人数
学生個人

評価

・保健室の経営方法 22 1.4 4

・諸帳簿の種類と記録・保管 15 0.9 6

・器具・薬品・衛生材料の整備 15 0.9 6

・執務計画の具体例 10 0.6 8

・運営方法 19 1.2 4

・評価方法 17 1.1 5

・健康観察の場面と実施方法 29 1.8 0

・担任への連絡・助言 27 1.7 0

・保護者への連絡 20 1.3 3

・事後処理と確認 16 1.0 5

・健康相談活動の流れと方法 28 1.8 0

・来室者の対応への参観 25 1.6 2

・来室事例の評価と記録 21 1.3 2

・学校での救急時の対応 22 1.4 2

・救急処置の実際 23 1.4 2

・児童生徒への対応 24 1.5 3

・簡単な救急処置の実施 25 1.6 3

・処置に必要な薬品の管理 15 0.9 5

・事後処理、記録方法 15 0.9 5

・健康上の問題を持つ児童生徒に対す
る継続的な管理や指導の実際

28 1.8 0

・支援の必要な児童生徒の支援の実際 25 1.6 0

・実施計画の立案手順 25 1.6 1

・事前準備の内容と仕方 28 1.8 0

・実施方法 28 1.8 0

・事後措置の方法 22 1.4 1

・健康診断票の作成・保管 19 1.2 4

・結果のまとめ方 21 1.3 1

・保健統計の活用 8 0.5 9

・予防対策 31 1.9 0

・発生時の処置 27 1.7 1

・予防接種の調査確認 26 1.6 1

・保健指導 30 1.9 0

・学校安全衛生活動の仕方 27 1.7 0

・環境衛生検査の方法 26 1.6 0
・結果の生かし方、事後措置など 17 1.1 4

・保健学習、保健指導、総合的な学習
の時間の特徴と違い

27 1.7 0

・保健学習および教科の授業の参観 27 1.7 1

・保健指導又は保健学習の実施 28 1.8 0

⑩学校行事、体験学習などにおける保健室の役
割を学ぶ

・行事や野外活動時の対応 19 1.2 4

⑪学校医、学校歯科医、学校薬剤師、その他関
係機関との連携について学ぶ

・家庭や地域の関係機関との連携の方
法など

25 1.6 1

⑥定期健康診断の準備や実施、事前事後処理の
仕方を学ぶ

⑦学校感染症・食中毒発生時の対応と予防の仕
方を学ぶ

⑧学校環境衛生について学ぶ

⑨保健教育の実際を体験し、保健教育活動の位
置づけを理解する

①保健室経営と管理、養護教諭の日常の執務に
ついて学ぶ

②健康観察の意義と欠席状況の把握 仕方を学
び、担任が行う健康観察の援助をする

③養護教諭が行う健康相談活動を理解する

④保健室での救急処置や児童生徒に対しての適
切な指導や助言の仕方を学ぶ

⑤特別支援教育について理解し、児童 -生徒の
多様なニーズ対する支援について学ぶ

学
生
個
人
の
評
価
を
記
載
し
、
実
習
校
へ
送
付
す
る

表2 学内講義後の学生全体評価・学生自己評価 
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表3-1 校種 

 
 

表3-2 経験年数 

 

 

表3-3 担当回数 

 

 

3.2.2実習指導時に参考にしたもの          

 実習指導時に参考にしたものがあると回答したもの

は100%であり，内容は表4の通り，「養護実習ガイド

ブック（本学作成）」が58.3%，「養護教諭の職務ハン

ドブック（山口県養護教諭会作成）」5)が41.7%だった． 

3.2.3実習を担当する際の悩みや困難感 

 「自分の指導力」「指導時間の確保」「実習の内容」

「指導の方法」「実習の評価」「学生の資質や能力」「受

け入れ体制」「養成大学との連携」について悩みや困難

感が「ある」「なし」で回答を求めた結果は表5-1の通

りである．「養成大学との連携」の悩みや困難感が「な

い」は，91.6%である．悩みや困難感が「ある」は，「自

分の指導力」91.6%，「実習の内容」66.7%，「指導の方

法」66.7%で養護教諭自身の問題において比率が高く

なっている．自由記述では，表5-2の通り【自分自身

の力量・指導力】【受け入れ体制】【時間の確保】【学生

の資質能力】の4つのカテゴリーが抽出された． 

表4 参考にした資料・書籍等 

 

 

表5-1 養護教諭の悩みや困難感 

 

 

表5-2 養護教諭の悩みや困難感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校種 n %

小学校 11 91.7

中学校 1 8.3

経験年数 n %

5年未満 1 8.3

6-9年 1 8.3

10-19年 5 41.7

20-29年 3 25.0

30年以上 2 16.7

担当回数 n %

0回 1 8.3

1回 3 25.0

2回 2 16.7

3回 2 16.7

4回 2 16.7

5回 2 16.7

参考資料　複数回答 n %

養護実習ガイドブック 7 58.3

養護教諭の職務ハンドブック 5 41.7

県教育委員会実習手引き 3 25.0

他校の養護実習手引書 3 25.0

自校の教育実習手引書 0 0

その他 5 41.7

悩みや困難感 ある n % ない n %

自分の指導力 11 91.6 1 8.4

指導方法 8 66.7 4 33.3

実習内容 8 66.7 4 33.3

学生の資質能力 7 58.3 5 41.7

指導時間確保 7 58.3 5 41.7

実施の評価 5 41.7 7 58.3

受け入れ体制 4 33.3 8 66.7

養成大学との連携 1 8.4 11 91.6

自分自身の力量も不安であり、この程度の実習で良い
のか、学生のためになっているのか実習生が来るたび

に悩む
自分の指導で良かったのか不安

受け入れる養護教諭の力量により学生に不利益を与え

てはならないので不安がつきまとう
自分の指導力　必要なことをきちんと指導できている

か
実習計画の立案も大変悩んだ。標準的な例を示してい

ただけるとありがたい
受け入れ体制が確立しておらず、校内の教員に相談し

にくい点があった
自分一人での指導になるため(他の教諭の協力体制が

あっても)負担感が大きい
養護実習は全て養護教諭任せである

保健指導や保健学習も時間を確保するのに結構気を遣

う
実習生に対する指導時間を確保するということは、自

分の仕事が後まわしになる

保健室の業務が忙しく十分に指導時間がとれない

学生が大学でどの程度学習しているのかがわからない

学生の能力はやはり低くなっているように感じる

どの程度のものをさせるか悩む
あまり手や口を出しすぎても実習にならないと分かっ

ていても出さざるを得ない場合もある

自分自身
の力量・
指導力

受け入れ
体制

時間の確
保

学生の資
質能力
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表6-1 実習ガイドブックによる効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   表6-2 学内講義での学びの記録による効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表6-3 大学担当者訪問による効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表6-4 事前打ち合わせ会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習ガイドブック 平均

n % n % n % n % 点

養護実習の目的理解 5 41.7 7 58.3 0 0 0 0 3.4

養護実習の指導内容理解 5 41.7 7 58.3 0 0 0 0 3.4

養護実習の評価理解 3 25.0 9 75.0 0 0 0 0 3.3

学生に対する指導上の留意点理解 4 33.3 7 58.3 1 8.3 0 0 3.3

とても
あてはまる

まあまあ
あてはまる

少し
あてはまる

あてはま
らない

4点 3点 2点 1点

学びの記録 平均

n % n % n % n % 点

養護実習の目的理解 5 41.7 7 58.3 0 0 0 0 3.4

養護実習の指導内容理解 5 41.7 7 58.3 0 0 0 0 3.4

養護実習の評価理解 4 33.3 8 66,7 0 0 0 0 3.3

学生に対する指導上の留意点理解 5 41.7 6 50.0 1 8.3 0 0 3.3

とても
あてはまる

まあまあ
あてはまる

少し
あてはまる

あてはま
らない

4点 3点 2点 1点

大学担当者訪問 平均

n % n % n % n % 点

養護実習の目的理解 8 66.7 4 33.3 0 0 0 0 3.7

養護実習の指導内容理解 6 50.0 6 50.0 0 0 0 0 3.5

養護実習の評価理解 4 33.3 7 58.3 1 8.3 0 0 3.3

学生に対する指導上の留意点理解 6 50.0 5 41.7 1 8.3 0 0 3.4

とても
あてはまる

まあまあ
あてはまる

少し
あてはまる

あてはま
らない

4点 3点 2点 1点

事前打ち合わせ会 平均

n % n % n % n % 点

事前打ち合わせに参加したい 3 25.0 0 0 2 16.7 7 58.3 0.9

4点 3点 2点 1点

とても
あてはまる

まあまあ
あてはまる

少し
あてはまる

あてはま
らない
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表6-5 養成大学との連携に関する意見や要望 

 

 

 

 

 

 

表7-1 評価項目に関する適切さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学担当の先生が学校を訪問され話を直接できることでこちらの不安が軽減した

他校の養護教諭が三週間の中でどのような指導を計画しているのかが分からないため事前打ち合わせが開催され
れば参加し、実習について情報交換をしたい

前もって会えていたので、何かあったら大学に連絡すれば良いと思っていた
顔の見える連携はいいなと思った

直接会って実習生の話もできたのが大変有難かった

学生との関係づくり
事前打ち合わせ会に参加し、自分の担当する学生以外の学生（仲間）を見て、担当学生の様子や意欲も感じるこ
とができる
出会ってどんな学生か分かるのに1週間かかるので、事前に会うことでお互い安心して9月を迎えることができた

ガイドブックで十分理解できますので、事前打ち合わせは必要ないかと思う

事前に実習報告の一部や学生の自己評価を資料としていただいていたので参考にすることができた
資料による理解

直接の会話による安心感

評価項目 平均

n % n % n % n % 点

①無断欠勤や遅刻をせず、挨拶・服装・
言葉遣いなど社会人としての基本が身に
ついていた

9 75.0 3 25.0 0 0 0 0 3.5

➁指導教員からの指導を改善につなげ、
何事にも積極的に挑戦しようとする姿勢
が見られた

7 58.3 4 33.3 1 8.3 0 0 3.5

③教職への熱意・関心をもち、実習へ主
体的に取り組んだ

8 66.7 3 25.0 1 8.3 0 0 3.6

④学校教育活動全般や養護教諭の役割に
ついて理解し、積極的に活動した

6 50.0 5 41.7 1 8.3 0 0 3.4

⑤保健室経営について理解し、健康課題
の把握方法や課題解決のための実践につ
いて積極的に学んだ

4 33.3 7 58.3 1 8.3 0 0 3.3

⑥救急体制を理解し、来室者の対応や簡
単な救急処置の実践ができた

7 58.3 4 33.3 1 8.3 0 0 3.5

⑦健康観察・環境衛生・健康相談など保
健管理に積極的に活動した

5 41.7 7 58.3 0 0 0 0 3.4

⑧児童生徒保健委員会活動の目的を理解
し、活動時の支援ができた

5 41.7 6 50.0 0 0 1 8.3 3.3

⑨保健指導や保健学習において、児童・
生徒に適した授業展開や資料作成に創意
工夫がみられた

7 58.3 4 33.3 1 8.3 0 0 3.5

⑩児童・生徒と積極的にかかわりをもと
うとするなど、児童・生徒理解に努めた

10 83.3 2 16.7 0 0 0 0 3.8

⑪丁寧に要点が整理され、課題を明確に
捉えた記録ができた

6 50.0 4 33.3 2 16.7 0 0 3.3

とても思う まあまあ思う 少し思う 思わない

4点 3点 2点 1点 
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表7-2 評価項目に関する適切さ 

 

 

表8 担当者の気づき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.4養成大学との連携 

  養成大学との連携の方法の「養護実習ガイドブック」

「学内講義での学びの記録」「大学担当者による学校訪

問」と連携の内容「目的理解」「指導内容理解」「評価

の理解」「学生の指導上の留意点の理解」の関係につい

ては表6-1，6-2，6-3の通りであった．「事前打ち合わ

せ会」への参加については表6-4の通りであった．「と

てもあてはまる」4点「まあまああてはまる」3点「少

しあてはまる」2点「あてはまらない」1点とし平均点

を求めた．「目的理解」「指導内容理解」において「と

てもあてはまる・まあまああてはまる」との回答は

100%である．「目的理解」「学生に対する指導上の留意

点理解」については「大学担当者による学校訪問」が

「とてもあてはまる」と回答した者は50%である．一

方で「事前打ち合わせ会」については，7名（50%）が参

加を希望しなかった．自由記述では表6-5の通り連携

の効果として【直接の会話による安心感】【学生との関

係づくり】【資料による理解】があげられた． 

3.2.5実習の評価項目 

  評価項目が適切かについては表 7-1 の通りである．

「とても思う」4点「まあまあ思う」3点「少し思う」

2点「思わない」1点とし平均点を求めた．「無断欠勤

や遅刻をせず，挨拶・服装・言葉遣いなど社会人とし

ての基本が身についていた」「児童・生徒と積極的にか

かわりをもとうとするなど，児童・生徒理解に努めた」

等，態度や行動については評価しやすい．一方，「保健

室経営について理解し，健康課題の把握方法や課題解

決のための実践について積極的に学んだ」は，学びの

状況については評価しづらいことが分かった．自由記

述では，表7-2の通り不適切な内容として【評価項目

の活動の実施の有無】【評価基準が不明確】【配点の違

い】があげられた． 

3.2.6担当者の気づき 

 担当者自身の気づきは表8の通りである．「とてもあ

てはまる」4点「まあまああてはまる」3点「少しあて

はまる」2点「あてはまらない」1点とし平均点を求め

た．「自分自身の実践の振り返り」「自分自身の資質の

向上」は，ほとんどの担当者が「とてもあてはまる」

「まあまああてはまる」と答えていた．しかし，「他の

教員の関心」は「少しあてはまる」が50%と少なかっ

た． 

 

4.考察 

養護実習担当養護教諭は，大学作成の「養護実習ガ

イドブック」を活用しており，実習の目的理解や指導

内容の理解につながっていた．また，山口県養護教諭

会作成の「養護教諭の職務ハンドブック」5)を活用して

いる担当者が多いことから，大学の実習前指導におい

評価項目の活動の実施の

有無

運動会前ということもあり委員会活動が活発に行われない状況であったため、委員会活動の支援は行えなかった

学校行事の時期により評価できない場合もある

評価基準が不明確 積極的に活動したや積極的に学んだの評価が難しかった

配点の違い 評価の観点によっては、Aが5点のところと4点のところがあり、5点のところは少し評価しづらかった

担当者の気づき 平均

n % n % n % n % 点

自分自身の実践の振り返りにつながった 7 58.3 5 41.7 0 0 0 0 3.6

自分自身の資質の向上につながった 5 41.7 6 50.0 1 8.3 0 0 3.3

他の教員の学校保健(養護教諭の職務)に関する
関心が高まった

2 16.7 4 33.3 6 50.0 0 0 2.7

学生から学ぶことがあった 4 33.3 4 33.3 4 33.3 0 0 3.0

とても

あてはまる

まあまあ

あてはまる

少し

あてはまる

あてはま

らない

4点 3点 2点 1点 
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て令和3年度に改定された「養護教諭の職務ハンドブ

ック」6)を活用することで，学生への指導内容を統一す

ることができる． 

また，「養護教諭の職務ハンドブック」は，山口県教

員育成指標をもとに，卒業時に身につけておく資質・

能力が示されており，学生が実習の目的を明確にもつ

ことができる．また，養護教諭の職務における実践方

法も記載されていることから，養護概論や健康相談活

動など，学内講義において活用することにより，学生

の実習における積極的な活動参加につながると考える． 

横浜市教育委員会は「教育実習サポートガイド」養

護教諭編 7)を作成し，柔軟な運用のアイディアや事例

を提示している．今後，本学においても山口県教育委

員会や山口県養護教諭会と連携し，より具体的なガイ

ドブックを作成することにより，実習計画立案や実習

指導内容に対する養護教諭の負担の軽減を図ることが

期待される． 

連携における改善による効果としては，「目的理解」

「指導内容理解」「評価の理解」「学生の指導上の留意

点の理解」において，効果的な連携に繋がっていると

言える．担当養護教諭が学生を理解するにあたり，学

内での講義の学びの記録や実習内容の自己評価の資料

は有効であった．なかでも，大学担当者の実習校訪問

による情報交換が有効であるため，大学担当者の積極

的なサポートを継続する． 

本学では，実習 1 ケ月前に学生が学校訪問を行い，

管理職，教務主任，養護教諭と実習計画の打ち合わせ

を行っている．「事前訪問をするまでは不安だったが，

計画を提示いただき安心した」と話す学生が多い．県

外出身学生の実習を宇部市管内の小・中学校で実施し

ていることの効果でもある． 

学内での事前打ち合わせ会に参加した養護教諭から

は，事前に学生との関係が作られるため，実習をスム

ーズに始めることができたという気づきをいただいた．

養護実習を円滑に進める上で，実習前に学生と担当養

護教諭の関係づくりを行う機会を設けることにより，

双方の不安の軽減につながると考える．事前打ち合わ

せ会については「養護実習ガイドブック」等の書面で

理解できるため必要ないとの回答もあった．これは，

養護教諭の多忙さも起因していることが推察されるた

め，ICTを活用した遠隔での情報共有も検討していく． 

一方で，養護実習における悩みや困難感として自分

の力量不足との回答が多いことから，打ち合わせ会に

あわせて，養護教諭の資質向上に向けた研修会を企画

するなどの工夫が求められる．実習校担当養護教諭と

養成大学担当者との連絡会議や実習前指導での学生と

の意見交換会を実施することで効果的な連携が推進さ

れ，実習の質の向上にも繋がると考える． 

 本学では，平成 27 年度から「養護教諭フロンティ

ア実践研究会」（山口県内養護教諭の研修会や事例検討

会）を学内で開催している．友定 9)は，「養護教諭フロン

ティア実践研究会」設置にあたり，「学びには理論と実

践の往還が必要である．自分が体験することは限られ

ており，他者の体験を聞き学ぶことで理解と実践力を

鍛えることができる．また，学校では一人配置の多い

養護教諭は研究会等で仲間に学ぶことが重要である．」

と述べている．学生は「養護教諭フロンティア実践研

究会」を通して，学校現場の臨場感を持った学びの場

での出会いと経験は，養護教諭としての使命や責任を

直に感じることができる．このような学びの場を提供

していく事により，養護実習担当者の悩みや困難感の

軽減を図ることが期待される． 

 評価について，態度や行動については評価しやすい

が，学びの状況については評価しづらいことが分かっ

た．実習期間中に活動が計画されず評価できない項目

もあることから，検討・改善が必要である． 

担当養護教諭は，他の教員の関心が少ないことや受

け入れ体制に困難さを感じていることから，管理職を

はじめとする他の教員への協力依頼も積極的に行って

いく必要性がある．実習後に「養護実習の学び」を作

成し実習校に送るなど，学校全体への働きかけを進め

ていく． 

養護実習は指導者と学生の良好な関係が，養護教諭

の職務理解及び，実習の満足度を高めることが明らか

となっていることから，学生の実習に対する満足度の

評価も必要である．今後，更に養護実習が担当養護教

諭と学生が相互に学び合う関係を構築していくための

養成大学の役割を検討していくことにより，養護実習

の質の保証にも寄与すると思われる． 

 

5.結論 

本研究の目的は，養護実習を学生にとって充実した

ものとするため実習校と養成大学の連携の在り方を評

価することであった．現在本学で行っている「養護実

習ガイドブック」及び実習内容に対する理解度・学内

講義での学びの記録・学生の自己評価・養成課程のカ
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リキュラム説明文などの送付や大学担当者の訪問によ

る実習校との連携は，目的や内容の共有，学生理解に

おいて効果的であった． 
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